





About the summary of waterworks 
plan in 1917 at Nagaoka city





At Nagaoka city,  the aqueduct tank was constructed 
inev i tab ly.  At  th i s  po in t ,  th i s  aqueduc t  t ank  
modelling which Nagaoka's natural  features produce.
Keywords: aqueduct tank, water-tower

























 　水源 ニ於ケル水量及水質 
 　給水量 
 　取入 口及沈澱池 
 　導水管 
















 　長 岡市人口増殖数 
 　長 岡市最近十ヶ年戸数及人口調 
 　取水 口附近用水路各所要水量及灌漑反別 
の項目からなる。 
 一方 、大正9（1920）年計画の『予算書』は 
 　総工事費 









 　玉石立一坪 当リ工事費（取水口用） 
 　 「コンクリ トー」立一坪当リ工事費（取水口用） 
 　野面石積及石張面一坪 当リ工事費（取水口用） 
 　釜沢石一才 当リ工事費 
 　 「モルタル」一切当リ工事費（取水口用） 
 　筋芝面一坪 当リ工事費 
 　玉石一坪 当リ工事費（沈澱池濾過池用） 
 　 「コンクリ トー」立一坪当リ工事費（沈澱池濾過池用） 
 　 「モルタル」一切当リ工事費（沈澱池濾過池用） 
 　粘土立一坪 当リ工事費（沈澱池濾過地用） 
 　鉄管一間 当リ敷設工事費（管径十六吋十二吋十吋分） 
 　鉄管一間 当リ敷設工事費（管径八吋六吋四吋分） 
 　 「コンクリ トー」立一坪当リ工事費（配水池用） 
 　 「モルタル」一切当リ工事費（配水池用） 





















 　予備費　　　　　　一六七 ，九〇五．八八（13） 
の合計である994,313.87円が余分として挙げられるが、これが上
述した換算値との差額102万円に極めて近似する額となるのである。 
　以上のように大正13（1924）年計画は、大正9（1920）年計画の
技術的な欠点を補い、しかも米価を考慮して換算すると54％、半
額に近い建設費によって水道敷設を可能とした。このように見ると
大正9（1920）年計画は予算面においても破綻しており、それこそ
が計画としては致命的な欠点で“再調”とされた理由と言えよう。 
　また、大正13（1924）年計画においてこれだけの低価格により上
水道の計画立案が可能であったことが、大正13（1924）年計画に
おいて同時に下水道の敷設を可能とした潜在的な理由として挙げ
られるだろう。 
 
 
７.さいごに 
 
　以上、本稿では大正9（1920）年計画の概要を示し、併せて大
正13（1924）年計画との比較を行った。両者の相違を縷々比べる
と、技術、予算の観点から見ても大正9（1920）年計画は問題のあ
るもので、これらの欠点を補う形で大正13（1924）年計画が立案さ
れたことが判明するのである。 
 
 
注　記 
いずれも、中島工学博士記念事業会編輯：中島工学博士記念
日本水道史、P430、昭和2（1927）.8 
 注1）中島工学博士記念事業会編輯：中島工学博士記念　 
日本水道史、P142、前掲 
1間は1.8mで計算。地図上の距離でもほぼ合致する。 
予備費の167 ,905 .88円を総額から引いた経費に対する割合
は27％となる。なお、百分率はいずれも小数点以下1桁を四捨
五入した。以下同様。 
注1）中島工学博士記念事業会編輯：中島工学博士記念　 
日本水道史、P430、前掲 
注1）中島工学博士記念事業会編輯：中島工学博士記念　 
日本水道史、P156～160、「配水方法」、前掲 
注1）中島工学博士記念事業会編輯：中島工学博士記念　 
日本水道史、P429、前掲 
『説明書』「導水管」の項目 
『説明書』「配水池」の項目 
大正13（1924）年計画による水道タンクの満水時標高は34m
程となる。 
大正9（1920）年計画『説明書』は大正5（1916）年までの「戸
数及人口調」を用いていることから、『予算書』も翌年の物価に
基づくとここでは考えた。 
近藤義質：お米の明治百年史、全国食料事業協同組合連合会、
昭和44（1969）.4、「米穀史年表」P235～236によれば、大正6
（1917）年の石当り米価は19.80円、大正12（1923）年は32.38
円。つまりこの間、米価による換算で物価は1.64倍になっている。 
いずれも『予算書』総工事費の項目参照。 
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